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研究成果の概要（和文）：手術部で蓄積された手術症例のビッグデータを解析し、手術で発生する深部静脈血栓
/肺梗塞症や、術中の褥瘡発生を予防する診療体制の確立を試みた。また、手術部運営および医療経済上の日常
的に生じている問題として、「再手術」および「手術時間延長」の危険因子をビッグデータの解析から明らかに
し、術前に各診療科と連携協力を、また外科系全体での手術枠再編の協議を開始した。ビッグデータ解析による
医療コスト削減は、手術消耗品の見直し/再編から試験的に行い大幅な削減とともに、幸いにも看護師離職率の
減少も得られた。合併症患者の薬剤費用、入院延長に関連する医療費データを収集し解析は今後の課題である。

研究成果の概要（英文）：By analyzing an operated patient's stored "big data", we tried the 
cooperative practice which performs the countermeasure against a prophylaxis of DVT/PE and of an 
operative pressure sore. As an example of a common problem in medical management or an economy, by 
analyzing the risk factor of the “reoperation” and the “excess of the operation-schedule time”, 
we devised the preoperative correspondence and began to discuss a schedule frame again in all 
surgery sectors. Moreover, as the example which can reduce the medical cost obtained in analyzing 
the big data, a marked diminution of the expenses was made by reconstructing a surgical material of 
consumption, and the nurse unemployment rate decreased as a fortunate side effects. The analysis of 
the extra-medical cost of the patient due to additional drug and prolonged hospital stay relevant to
 the surgical complications require further research.

研究分野： 手術医学
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１．研究開始当初の背景 
手術関連機器やシステムの老朽化の補修も含
め、手術医療の安全性を担保しながら先進医療
を経済的に支えるには、無駄な医療の支出を削
減することが必須である。合併症や再手術は、
入院加療期間を大幅に延長し、患者は身体・精
神的、経済的負担を強いられ医療費は増加す
る。診療科医師や麻酔科医師、手術部看護師
は、手術や術後の時間外労働を強いられ、同ス
タッフの労働意欲の低下につながる。 
エビデンスに基づく具体的な周術期管理のポイ
ントが、外科系診療科との連携の中で明示され
れば、手術医療の安全を担保しながら、患者入
院期間の短縮や無駄な医療支出の削減を行え
る可能性がある。 
当研究では、術部で蓄積された手術症例のビッ
グデータの解析を基板として、病院経営、医療
費削減に貢献する試みである。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、手術部で蓄積された手術症
例のビッグデータを解析し、深部静脈血栓/肺
梗塞症（DVT/PE) や褥瘡、再手術、予定時間
の超過手術等、重要な術中・術後合併症の危
険因子を特定し、術前から合併症予防を強化す
る具体的な周術期管理のポイントを抑えた周術
期管理モデルを確立し、医療費削減への指針
を示すことにある。 
 
３．研究の方法 
(1)手術関連 DVT/PE の要因の解析 
2005 年 1 月から 2011 年 3 月までの当院で手術
を施行した 33,106 例を対象に手術部電子化シ
ステム内のサーバーに蓄積されたデータを基に、
DVT/PE 発生率、要因について単変量解析、多
変量解析を行なった。 
（2）術中発生の褥瘡の要因の解析と対策 
2008 年 4 月～2012 年 3 月までの 23，503 例を
対象に危険因子について単変量解析、多変量
解析を行った。さらに、脊椎後方手術時の腹側
4 点支持による褥瘡予防の試みに焦点を当て、
除圧を資材の違いや診療科との連携で褥瘡発
生予防を試みた。 
（3）手術運営上の重要事項の解析 
手術部運営上の慢性的課題でもあり、また病院
経済に大きく影響する問題として｢再手術｣およ
び｢ 手術時間延長｣の危険因子を、平成 26 年
度1年間6381例の手術部ビッグデータを用いて
の解析を試みた。 
（4）医療コスト削減と看護師労働環境の改善：平
成 25 年度 26 年度の 2 年間 12880 例の手術部
ビッグデータから、消耗品キット、滅菌術衣、滅
菌覆布の使用実績とコストを解析し、診療科との
協議を経て材料変更や内容を再編成した。 
 
４．研究成果 
（1）手術関連 DVT/PE の要因の解析 
①解析結果：DVT/PE は 105 例（0.31％）で生じ
ており、単変量解析で有意となった因子で多変
量解析を行い、女性(オッズ比：OR 2.11)、60 才

以上(OR 1.95)、BMI30 以上(OR 4.06)、手術時
間 2 時間以上(OR 2.30)、全身麻酔(OR 3.04)、
整形外科手術(OR 5.06)、緊急手術(OR 3.27)、
DVT/PE 既往(OR 39.1)の 8 項目で DVT/PE の
発生率に有意差を認めた。またDVT/PE予防対
策開始前 9,907 例と対策開始後 23,199 例で危
険因子を比較すると、7 項目を満たす症例が対
策開始後に有意に増加していたにもかかわらず、
DVT/PE の発生率は有意差を認めなかった。 
②対策：DVT/PE 危険因子を元に、DVT 予防策
の徹底施行となるよう、手術術前から各診療科
や周術期管理チームとの連携を構築中である。
術前診察や訪問の重要性が明白となり、麻酔科
医師と看護師との連携を進め DVT/PE の発生
抑制を実現したい。 
（2）術中発生の褥瘡の要因の解析と対策 
①解析結果：褥瘡は 235 例(1.0％)で発生し、単
変量解析で褥瘡発生群に有意に多かった因子
において、多変量解析をおこなった。身長(OR 
1.03)、17 才以上(OR 比 3.02)、脳神経外科手術
(OR 4.26)、心臓血管外科手術(OR 3.81)、腹臥
位(OR 8.38)、手術時間 2 時間以上(OR 3.25)、
出血 500ml 以上(OR 1.73)の因子 7 項目で褥瘡
発生に有意差を認めた。 
②対策と試み：褥瘡発生率の高い脊椎後方手
術腹側4点支持例に焦点を当て、除圧を資材の
違いや診療科の協力により試みた。予防コントロ
ール群(n=211)に比べ予防群(n=168)で褥瘡発
生率が有意に減少（-13％）したが、まだ予防は
不十分であり、さらなる工夫が必要である。 
（3）手術運営上の重要事項の解析 
①｢再手術｣の要因解析：有意な危険因子は、複
数科合同手術（OR 4.6）、緊急手術（OR 2.3）、3
時間以上手術（OR 2.1）、出血 200ml 以上
（OR1.9）、予定超過手術（OR 1.8）であった。 
②｢手術時間延長｣の要因解析：3 時間以上の手
術時間延長を生じる有意な危険因子として、準
緊急手術(OR 4.0) ,夜間帯終了(OR 5.6),出血 5 
L 以上(OR 9.5),手術 10 時間以上 (OR 15.0)な
どが挙げられた。 
③対策：危険因子が事前に予想される手術の取
り扱いやスタッフの準備、各診療科との事前の
連携を開始した。また、時間外手術軽減のため
の外科系全体での手術枠再編の協議を進めて
いる。 
（4）医療コスト削減看護師労働環境の改善 
解析結果から年間約 1500 万円削減の試算とな
った。消耗品キット全セット、滅菌術衣、滅菌覆
布の材料変更を平成 27 年 4 月から 1 年をかけ
て診療科と協議して作業を行い、28 年度には年
間約 1700 万円のコスト削減を達成した。また、こ
の作業を行うことで、看護師の労働環境の一部
が改善され、結果として平成 24 年度/25 年度で
2 年連続 25%と著しく高かった看護師の離職/移
動率は、平成 28 年度には 10%まで改善し、手術
部運営上の副利益が得られた。 
(5) 今後の課題 
術前に解除できない危険因子もあるものの、医
療協力体制を整備して有意に DVT/PE の発生
抑制を実現したい。また、合併症患者の薬剤費



用、入院延長に関連する医療費データの収集と、
病院医療経済への影響の解析評価は課題であ
る。 
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